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ABSTRACT

The　purpose　of　this　study　was　to　investigate　the　effects　of　sports

participation　on　physical　and　mental　condition　in　spinal　cord　injured

subjects ．　To　assess　their　mental　condition，　SDS　（Self－Rating　Depres－

sion　Scale）　was　administ むred　t0　199　paraplegics　and　quadriplegics．

The　subjects　were　divided　into　three　groups　according　to　their　phys－

ical　activity　level　；　active，　semi－active　and　inactive　group。

Inactive　group　had　a　significantly　higher　score　on　SDS　（46 ．3）　than

active 　（40 ．4）　and　semi－active　group　（43 ．1）．　This　finding　supports　the

value　of　sports　participation　in　relation　to　mental　health．　In　addition，

nine　Active　and　ten　inactive　paraplegics　performed　m 合χimal　arm

cranking　e χercise　to　evaluate　their　physical　condition．　The　eχercise

was　terminated　by　volitional　eχhaustion ，　and　cardiorespiratory　res－

ponses　were　continuously 　monitored ．　The　peak　o χygen　uptake　of
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active　subjects　（28．6±5 ．5　ml　・　kg　1　・　min　0√defined　as　the　highest

oxygen　uptake　during　arm　cranking　e χercise，　was　significantly　gre－

ater　than　that　of　inactive　subjects　（22．9±3 ．1　ml　。・　kg　1　・　min　0．　Thus ，

these　results　indicated　that　there　existed　the　positive　benefits　of

sports　participation　on　not　only　physical　fitness　but　also　mental

health ．　　　，

要　　・　旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥ ．

本 研 究 の 目 的 は， 脊 髄 損 傷 者 の身 体 的 お よ び精

神 的 状 態 に 及 ぼ す ス ポ ー ツ 活 動 の 影 響 を 検 討 す る

こ と で あ る． 精 神 に 対 す る 効 果 は 抑 うつ 尺 度 で あ

るSDS 　（Self －Rating　Depression　Scale ） 得 点

を 求 め た
に
対 象 者 は，　199 名 の 対 麻 痺 者 お よ び 四

肢 麻 痺 者 で あ り， 運 動 の 程 度 に 応 じ て ， 運 動 群

（Active ）， 低 運 動 群 （Semi 一　Active ） お よ び非 運

動 群 （Inactive ） に 分 け た．　　 ＜

非 運 動 群 のSDS 得 点 （46 ．3） は， 他 の 二 群 （運

動 群40 ．4お よ び 低 運 動 群43j ） よ り も有 意 に 大 き

く， 抑 う つ 程 度 が 高 い こ と が 示 さ れ た ． 身 体 的 効

果 は 最 大 腕 運 動 中 の 酸 素 摂 取 量 （最 高 酸 素 摂 取

量・PeakV0 　） を・ 運 動 群 （9 名 ）と非 運 動 群 （10

名 ） に つ い て求 め比 較 し た． 運 動 群 の最 高 酸 素 摂

取 量 （28 ．6土．5．5　ml　・　krl ．・min －1） は，非 運 動 群

（22 ．9±3 ．1　mi ・kg 　1　・　min －1）　よ り も 有 意 に 高 い

値 で あ っ た． し た が っ て， 車 椅 子 ス ポ ー ツを 頻 繁

に実 施 して い る者 で は， ト レ ーニ ン グ 効 果 と し て

有 酸 素 能 力 が 優 れ て お り， さ ら に精 神 的 に も健 康

で あ る と結 論 す るこ と が で き る．

緒　　言

車椅子スポーツはマラソン，テニス，アーチェ

リーおよびバスケットボールを中心としで盛んに

行われるようになってきた．著者らが実施した脊

髄損傷者（脊損者）の褥瘡とスポーツに関するア

ンケート調査でも1），脊損者が積極的にスポーツ
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活動をしている実態が明らかとなったにスポーツ

を通じて身体諸機能の向上が期待されるだけでな

く，精神的な効果があることも，スポーツ参加要

因として無視することができない．

車椅子スポーツの身体機能の向上としては，身

体トレーニング効果による有酸素能力の増大が多

くの研究によって指摘されている回し 一方，精神

的な効果については，ほとんど研究されておら

ず气　さらに両者を関連づけた研究はなされてい

ない．最近，　Muraki ら7）（1993）は男子では身体

トレ¬ニングにより体力レベルが高くなると精神

健康度も高くなる，という興味ある知見を発表し

た．脊損者のスポーツ活動によるトレーニング効

果においても，同様の傾向があるのかは興味深

いレ

そこで本研究は，スポーツ習慣と精神健康の尺

度とされている抑うつの程度との関係を調査する

ことで，脊損者のスポーツ活動に対する精神的な

効果を明らかにすることを目的とした．さらに，

身体的効果を解析するために最大運動を負荷し，

スポーツ習慣のある脊損者と，スポーツを行わな

い脊損者との有酸素能力を比較し，身体的効果と

精神的効果の関連性を考察することを第二の目的

とした．　▽

1卜 方 法

1．1　精神的影響

対 象　 十

調査対象者は先に行った，褥瘡に関するアン
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ヶ－卜調査1）の中から70 歳代 までの500 名を抽出

した．対象者はすべて脊髄損傷により車椅子を常

用している対麻痺者，あるいは四肢麻痺者である

（C4 －L3 ）．回 答数は269 であ ったが（回答率

53．8％），　60歳を越える者については，スポーツを

実施している者 の割合が非常に少 なく，60 歳以上

の結果を加えるとデータに片寄りが生じた， この

理由から，60 歳以上に関するデータは解析から除

外した． さらに無回答，記入 もれなどによる無効

回答数11 を除外すると，分析に用 いられた資料

は18 ～59 歳までの男女199 例であった．

この回答者を運動習慣の程度 に応じて，3 群に

分類した． すなわち，週1 回以上6 ヵ月以上続い

ている運動群 （Active ）， 不定期に月1 回以上運

動している低運動群 （Semi ―Active ） および，

まったく運動しない非運動群（Inactive ）である．

表1 には調査対象者の数，男女比，および年齢を

示している．

精神健康調査内容

精神健康調査のための質問紙 は，　Zung の自己

評価式抑 うっ尺度 （SDS ，　Self－　Rating　Depres－

sion　Scale）”）を用いた．　SDS 尺度は20 項目の

，質問から構成されていて，抑うつ障害の診断基準

に対応している．20項目のうち，10項目は肯定が

抑うつを示し，残り半分は否定が抑うつを示すよ

うになっている．各項目は4 段階に別れており，

回答者は現在の心理状態に最も近い回答を選んで

○をつけるようになっている．

統計処理

各グループごとに，　SDS得点の平均値と標準偏

差を算出し，t テストを用いてグループ間の有意

差検定を行った．有意水準は5 ％ とした．

1．2　身体的影響

対　象　　　　　：　　ト

SDS 尺度調査を実施した被験者の中から，広島

県在住の者で，車椅子を常用している対麻痺成人

男子19 名を抽出した．そのうち，9 名はSDS 尺

度調査の運動群に属する者で，運動サークルに

入って定期的に運動をしているか，あるいは一人

で定期的に運動を実施していた／運動種目はバス

ケットボール，マラソンおよびテニスである．残

りの10 名は非運動群であって，ほとんど運動習

慣がなかった．表2 に被験者の身体的特徴を示し

ている．なお，運動負荷実施に先立ち，各被験者

表1　SDS 尺度調査対象者

被験者数
割合

（％）
男子数 女子数

女子の割合・

（％）

平均年齢

（歳）

年齢のS．D．

（歳）

運 動 、群

低運動群

非運動群

78

33

88

39．2

16．6

44．2

71

31

70

7

2

18

9．9

E5

25．7

40．9

41．6

45．2

10．7

1L6

9．3

全　体 199 172 27 15．7 42．9 10．4．

表2　 被験者の身体的特徴

被験者
年齢

（歳）

車椅子生活

（年）

体重

（kg）

身長

（cm）
脊損レベル

運 動 群

n＝9

平　均

標準偏差

37．6

10．8

n 。5

7．1

55．9

6．4

168．7

5．1
T3 －L1

非運動群

n＝10

平 均

標準偏差

31．7

7．3

n 、2

7．8

53．0

9、4

164．7

7，4
T4 －L3
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に実験目的， 実験内容および危 険性 などを説明

し，実験の被験者になることの承諾書を得た．

運動負荷テスト

運動にはMonark 社製Arm　Cranking　Ergo －

meter 　（model　881　E） を用いた． 回転数は50

rpm とし，　Owatt の負荷から始め，1 分ごとに5

watts づつ上昇させた． 被験者がこれ以上運動で

きないと感 じたとき，あるいは目標の回転数を維

持できなくなった時点で運動を終了 した

生理的測定項目　　ス

運動している間，換気量，酸素摂取量および心

拍数を連続測定 した．換気量 はダグラスバッグ法

にて1 分ごとに採集し，乾式ガスメータにて計量

した．酸素摂取量は酸素および二酸化炭素濃度を

ガス分析（Respina　1　H　26，　NEC一三栄）するこ

とにより算出した．心拍数は胸部誘導心電図記録

から求めた．運動中に最高となった酸素摂取量を

最高酸素摂取量（Peak　Vo2 ）とし，その時の心拍

数 および換 気量 をそ れぞ れ最 高心拍数 （Peak

HR ）および最高換気量（Peak　VE ）とした．

統計処理　　　　　　　　　　　　　　　　 卜

各測定項目について， グループ別に平均値と標

準偏差を算出し，t テストを用いて両群間の有意

差検定を行った．有意水準は5 ％ とした．

2．・結 果 し

2囗　 精神的影響

各群におけるSDS 得点を図1 に示している．

全体のSDS 得点は43．4±8．2であった．運動群，

低運動群，および非運動群の順で，　SDS 得点は高

くなり，それぞれ 組4 士7．7，43ユ士8．9，および

伍3 士7，4であった． 運動群と低運動群間には統

計的有意差は認められなかったが，非運動群は他

の二つの群より有意に高い値であった．　　 つ

2．2　身体的影響

最高酸素摂取量 は，運動群では1 ，602±372

m ／　・　min－1であり，非運動群では1 ，207±168
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ml　・　min　1　であ った （図2 ）． 非 運動 群 の最 高酸

素摂 取 量 は運動 群 の75 ％ と なっ て，卜 こ の差 は有

意 であ った（P ＜O 爼 ）．図3 には単位 体重 当 たり

の最 高酸 素摂取量 を示 してい る． 運動 群 で は28 ．6

±5 ．5　ml・kg づ・min 　1√非 運動群で は22 ．9±3 ．1

ml ・kg　1　・　min　1で あり， この差 も有 意で あ った

（P ＜0 ．05）．　　　　　　　　　　　　 レ　　　 ’

図4 に は 最 高 換 気 量 を 示 し て い る． 運 動 群

（70 ．0±15 ．71　・　min⊃　 の方が非 運動 群 （57 ．8土

工2．51　・　min一1）より大 きい値を示 した が， 統 計的

有意 差 は認 め られなか った． ま た， 最 高心 拍数 に
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図2　 非運動群と運動群の最高酸素摂取量
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図3　 非運動群と運動群の体重1　kg

当たりの最高酸素摂取量

おいても運動群 （170．8±18 ．3　beats・　min　0 が

非運動群 （165．0士↑0．9　beats　・　min　’） よりわず

かに大 きい値を示したが（図5 ），統計的有意差は

認められなかった．

脊捐レベルは最高酸素摂取量に影響することが

考えられる． そこで，全被験者について脊捐レベ

ルと最高酸素摂取量の関係について検討した．図
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図4　 非運動群と運動群の最高換気量
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図5　 非 運動群 と運 動群 の最高 心拍数
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図6　 脊損レベルと体重1kg 当たりの

最高酸素摂取量との関係

L3

6 にその結果を示している．両群とも脊損レベル

はさまざまであるが，脊損レベルと最高酸素摂取

量には一定の関係は認められなかった．　　∧

3 ．考　 察

精神健康の調査において，自己記入式の抑うつ

尺度は簡便で有効な調査法だとされているlO卜 わ

が国でよく使 われる抑 うつ尺度の一つはSDS で

ある．　SDS 得点では， 抑うつの程度を39 以下が

正常，40 以上47 以下が軽度，48 以上55 以下が中

デサントスポーツ科学VO 凵5



等度，56 以上を重度としているil）．一方，日本人

を対象とした場合，　SDS 得点が高く出やすく，そ

の結果抑うつ者となるものが多すぎるという指摘

がなされている12ぺ ．　　　　　　　 ：

本研究結果の平均値でみると，すべてのグルー

プ に お い て40 を 越 え て お り，　Zung お よ び

Durham1R 　（1973 ）の分類に従うと，すべての被験

者 が軽 度 の抑 うつ者 と な って し ま う／ 新野15）

（1988）が述 べているように，日本人の場合には判

定基準を上げる必要があるように思われる，　SDS

得点の日本人への適用は，このような点に注意す

る必要はあるが，精神的健康度を調査するのに有

効な手段であることには変 わりない．

脊損者のSDS 得点 は，運動頻度が多 いほど低

得点であった． すなわち，運動を頻繁に行 ってい

る者ほど抑うつの程度が弱く，逆に運動を行わな

い者ほど抑うつの程度が強いのである．この結果

はPaulsen ら6）（1990） の知見と一致している．

Paulsen らは車椅子運動選手と非運動選手を対象

と し て， 気 分 を 評 価 す るl？OMS 　（Profile　of

Mood　States ）を用いて調査した．その結果，緊

張，怒り，活力，疲労および混乱においては両群

に差がみられなかったのに対し，抑うつでは両群

間に統計的有意差を認め， スポーツ参加は精神健

康に関連していることを示唆している．　 し

脊損者の有酸素能力 に影響する因子として重要

なのは，脊損レベルおよびトレーニングである．

Wicks ら16）（1983），およびLin ら17）（1993）は，

脊損者を国際分類法刋こ従 ってレベル別に分け，

最高酸素摂取量を測定した， その結果，脊損レベ

ルが最高酸素摂取量に影響することを明らかにし

た．しかしながらレ 本研究結果では図6 に示して

いるように，最高酸素摂取量は脊損レベルにはほ

とんど依存していなかった．

一方，脊損者の有酸素能力がトレーニングによ

り増加することは多 くの研究者が報告している．

Zwiren およびBar 一〇r2）（1975）は，　arm　crank－

デサントスポーツ科学Vol ．　15

十　　　　　　 －105 －

ing 中の最高酸素摂取量を測定 し， 国 際的に活躍

し てい る対麻 痺運動 選手 が35 ．00±7 溺mj ・

kg ナ・min －l，非 運動選手 が19 ．58±5 ．53　mX　・

kg よ・min 　1であることを示 した．　Davis および

ShephardR 　（1988）は同じarm　cranking 中の最

高酸素摂取量を，運動群3U5 ±2 ．13　m／　・　kg　1　・

min フ， 非 運 動 群 が25 ．20±1 ．45　ml　・　kg”1　・

min 　1であることを示した．一方， 日 本人を対象

と し たann　cranking で の 結果 で は， 運 動 群

34．20±5 ．61　ml・kg1　・　min　＼　非運 動群が23 ．47

±3 ．05　m．1　・　kg－1　・　min　1という報告 がある5）． 運

動群のこれらの結果は本研究より大 きな値であっ

た．鍛錬度の違いが，最高酸素摂取量 の差として

あ らわれたものと考えられる． しかし，障害者オ

リ ンピ ッ ク参 加選 手 を対 象 と し たWick ら16）

（1983）の結果は，　T　1　－T　5レベルの捐 傷者で23 ．0

±5 ．9　m　I・kg 二1　・　min　＼　T　6　－T　10レベルの捐傷

者で28 ．0±6 ．2　ml・kg 　1　・　min售　お よびTil －

L3 レベ ルで31 ．0±6 ．6ml・kg －1　・　min　1　であ っ

て，本研究結果と大きな違 いはない． 鍛錬度だけ

でなく，運動負荷法の最高酸素摂取量 への影響な

ど，今後詳細な検討が必要と思 われる．

このように程度の差は多少あるが， 運動習慣の

あ る脊損者の有酸素能力 が向上してい ることは確

かである。Yamasaki らt9）　（1993）が指 摘している

ように， 脊損者のトレーニ ングレベ ルが高 いほ

ど，有酸素能力は優れているり である．

Muraki ら （1993） は最近健常者 を対象とし

て，有酸素能力 とPOMS との関係に ついて検討

した． その結果，有酸素能力と疲労， 緊張および

抑うっとには有意な関係があり，中で も抑 うつと

最 も高い相関があったことを示した． このことは

本研究結果と一致するものであって， 上肢運動だ

けに限 られた脊損者において も，精神 健康の程度

と有酸素能力問には密接な関係がある ものと考え

ることができる．

しかしながら，／元来抑うっの程度の 低い者がス
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ポーツ活動に積極的であるという可能性は残され

ている．今後，運動習慣のない者がスポーツを実

施していく過程の中で，どのように精神健康度が

変化しているのか検討する必要がある．

4。結　 語

運動習慣のある脊損者は運動習慣のない者よ

り，抑うつ・の程度を示すSDS 得点が有 意に低

かった．さらにarm　cranking 中の最高酸素摂取

量は，運動群が有意に高かった．したがって，抑

うつの程度が元来小さい人がスポーツに参加する

可能性は否定できないが，本研究結果は車椅子ス

ポーツが脊損者の身体的および精神的健康に寄与

していることを示しているレ　　　　　▽

抑うう程度の調査・研究は，広島大学大学院生

村木里志氏がすべてを担当した．同氏を共著者と

して追加したい．
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